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士壌原核生物の個体群勤態安定性と代謝機能の関係に関する研究

The relationship between population stability and metabolic potential of soil microbe. 
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研究成果概要

本研究課題のために士壌サンプルを PacBioロングリードシーケンスに供し、原核生物のメタ

ゲノム取得を試みた。シーケンス生リードから assemble、binning、MAGクオリティーチェックな

ど、ショートリードメタゲノム解析と使うツールが異なるために、いくつかのフォフトウェアをスパ

コンに導入していただいた。そして複数の assemblerとbinnerを組み合わせることによって600

以上の高クオリティーMAGを取得することに成功した。これは以前にショートリードメタゲノム

解析で得られた数の 3倍ほどに当たり、大きな成果と言える。加えてゲノムアノテーションによ

ってアミノ酸配列の情報を取得し、ゲノムが持つ遺伝子レパートリーの大まかな比較等と行っ

た。今年度は成果の論文化までは至っていない。
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